
「改訂高等学校学習指導要領』で私学への縛りは？  教育課程づくり､どう対応しよう…   「私学の自主性」は守られるの？ 

 

2018 年 12 月８日(土)11:00～16:00   

全国教育文化会館 7 階 大会議室 

（参加費 無料） 
 
 

 

 

＜プログラム＞ 

  11:00～ 主催者あいさつ 等 
 

 11:20～ 特別報告と意見交換  
現場の動き等の報告をお願いします。 

13:30～ 講演 

「学習指導要領体制をのりこえる 

私学教育の可能性」 
民主教育研究所代表、和光大学名誉教授  梅原 利夫さん 

告示された「改訂高等学校学習指導要領」の問題点について批判的に提

示していただき、私学における「教育課程」編成にあたって、私学教育が

築いてきた財産をどのように反映させられるか、お話ししていただきます。 

ご講演後 質疑応答・意見交換 
15:45～ まとめ 

私学の自主性・私学教育の自由と『主権者を育てる学び』をめざして 

｢ ～ 改訂学習指導要領と対峙し､『私学の自主性』を 

したたかに発揮するために ～ ｣ 

 

アクセス 

2018 年 3月 30 日、「改訂高等学校学習指導要領」が告示され高等学校以下の改訂学習指導要領が

揃いました。さらに大学入試改革として「大学入学共通テスト」の 2021 年 1 月中旬(2021 年度)実

施が決定し、プレテストがすでに 2 回試行され、「高校生のための学びの基礎診断」についても 2019

年実施に向けツールの認定がすすめられています。私立学校の現場では対応に追われている状況です。 

大学入試改革と一体化させた「改訂学習指導要領」の施行は、私学の現場に対する拘束性がこれまで

も強くなるとも見えます。 

こうした情勢のもと「2018年私学シンポジウム」では、現実に教育課程編成すす

めるにあたって「私学の自主性」「私学教育の自由」をどのように発揮していくか、

その際の要点を確認する議論をめざします。 

 

講師：梅原利夫さん 

民主教育研究所代表 

和光大学名誉教授 

著書：『新学習指導要領を

主体的につかむ その構図

とのりこえる道』『学力と人

間らしさをはぐくむ新指

導要領をのりこえる』 など 


